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福島県内の河川における放射性セシウムの移行
Transportation of radiocesium through rivers in Fukushima
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福島第一原発事故によって、周辺地域に放射性セシウムなどの放射性核種が拡散された。この放射性セシウムは現在
も河川網の中を移動し続けている。本研究では、阿武隈水系と浜通りの二級河川で採集された河川水中および浮遊砂中
の放射性セシウム濃度のモニタリング結果を示し、福島県内における放射性セシウムの移行状況を報告する。
放射性セシウムのモニタリングは、阿武隈川およびその支流の口太川上の 6地点において、2011年 6月より開始され

た。その後、2012年 10月から 2013年 1月までにさらに 24の観測点が追加された。各観測点では、流量と濁度が測定
されており、これらのデータをもとに浮遊砂濃度・浮遊砂フラックスが算出される。また、半月から 1月ごとに河川水
と浮遊砂試料を採取し、ゲルマニウム半導体検出器により Cs-134と Cs-137の濃度を測定した。
浮遊砂中および河川水中の放射性セシウム濃度は経時的に減少傾向にあるが、事故後約 1年を境にその減少速度は低

下していた。
同じ日に採取された試料について、放射性セシウム濃度と流域の平均沈着量を比較すると、両者の間には正の相関が

みられる。つまり、各地の放射性セシウム濃度を平均沈着量で正規化することができる。その正規化された放射性セシ
ウム濃度は、Cs-137の場合を例にとると　 [At] = 1.551 exp (-5.265 t) + 0.069 exp (-0.266 t)　という 2重指数関数の形で
表すことができた。ここで、tは事故後の経過時間で、単位は年である。
各モニタリング地点における放射性セシウムのフラックスは、流量・濁度のデータと放射性セシウム濃度から算出し

た。濁度から浮遊砂濃度を算出し、浮遊砂濃度に流量を乗じると浮遊砂のフラックスとなる。これに同時期の浮遊砂サ
ンプルの放射性セシウム濃度を掛けることで、放射性セシウムフラックスを得る。2011年 9月の台風 15号の出水時に
最も多くの放射性セシウムが流出していた。その後、放射性セシウムフラックスは減少傾向にあったが、2013年の 2つ
の台風の際には放射性セシウムフラックスは流量の増加に伴いやや高い値を示した。
浮遊砂と河川水の間の放射性セシウムの分配係数 Kbには、経時変化は認められなかったが、地域ごとの差異は認めら

れた。その原因としては、流域の地質の影響などが考えられる。
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